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岡山市内の休耕田を利用したアユモ ドキの自然産卵
脊 椎-
NPO法人岡山淡水魚研究会
はじめに
かつてはアユモ ドキは岡山県の中～南部､琵琶
湖 ･淀川水系に広く分布 し､岡山平野では食用に
されていた｡また､広島県の芦田川でも採集の記
録がある｡壬芭琶湖～瀬戸内海の生い立ちを自らが
語る生き証人として生物地理学的に貴重な種であ
り､1977年に国の天然記念物に指定された｡しか
し､近年その個体数は激減し､生息範囲も極端に
狭まっている 3)｡現在では､岡山県の旭川 ･吉井
川水系のごく限られた地域と､京都府の一部で確
認されているにすぎないO岡山県の高梁川水系で
は､すでに 10数年前より絶滅が予想されており､
もっとも絶滅が危ぶまれる種のひとつにあげられ
ている｡約 40年間でここまでアユモ ドキが減少し
た理由は､圃場整備と用水路～畔のコンクリー ト
化によって産卵場所-進入できなくなったことに
他ならない｡
アユモ ドキの特徴と生活史
アユモ ドキ(Leptobotlacuz･ta)は ドジョウに近
縁の硬骨魚類で､ドジョウとは異なり体が側偏し､
尾は2叉する｡口には3対のひげを有し､眼の下
には鋭い林をもつ｡小型個体 (図 1)の体側には7
-11本の明瞭な横縞が見られるが､成熟した大型
個体 (図 2)ではこの縞が淡く不明瞭になる｡巨
磯や石組み護岸の隙間に隠れる習性が強く､砂磯
の中に頭部を押し込んで小動物を食う｡
産卵期には恒久的水域である河川本流より､水
位上昇によって生じた一時的水域-と遡上し､一
時的水域形成後24時間以内に､水に浸かった陸生
の植物の間で産卵が行われる 1･2.8)O河川に土手や
図1 生後5週目の稚魚 横縞が鮮やか
護岸ができる以前には､アユモ ドキは､洪水によ
ってできた氾濫原の､流れのない一時水域内の陸
生植物の間で産卵を行っていたCそのため本種の
産卵はばらまき型の産卵であり､卵は弱粘着卵で
約 24時間以内に肺化する 1,2).これは､水位が下
がって水が引いた後に､卵や仔魚が取り残されな
いように､太古に獲得 した習性であると考えられ
ている｡産卵場所は浅く泥底のため溶存酸素が乏
しく高温であるので､醇化直後に水面付近に浮上
し植物などにぶら下がる｡仔魚は2-3日で泳ぎ始
め､ミジンコなどの餌を食 うようになる｡生後間
もない稚魚は流れのない泥底のところにいるが､2
-3週すると砂底のところに移動し､成長に伴い
次第に流れのあるところ-と移動する｡そして､
1.5-数か月のうちに次第に流れの速い河川や用
水路に移動していくが､岡山市内の休耕田では､
成長した稚魚は休耕田内の蒋すじを作成 したやや
流れの速い部分ですごしたのち､2カ月以内にい
きなり急速な用水路に出ていく｡冬期の越冬場所
など不明な点が多く､いまだ生態 ･生活史は解明
されていない｡
近代的な稲作が始まってからは､水田ではなく､
水田周囲の陸生植物の繁茂した低地や素振りの小
水路 ･畦が､本種の産卵場所として利用されてき
たO産卵は､准概により乾いていた地面が水没し
て一･時的水域が形成された直後から 24時間以内
に行われる｡
休耕田を利用したアユモ ドキの自然産卵と
水路の保全
1989年岡山市中心部に近いところに約2反の休
図2.横縞が淡く不明瞭になった成魚
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図3a一時的水域形成後ただちに産卵が行われる
図3b 排水口
アユモ ドキはここから進入
格子と金網はナマズ除け
図3C 排水口-向かう排水路
アユモ ドキはここを遡上
図4a コンクリ
- トがむき出しにならない工法で護岸工事
図4b 町内会が ｢淡水魚保護宣言の街｣の
看板を設立｡さらに､水路内に大きな石を撒き散
らし､密漁者の投網防止を図るO
図4C 学生ボランティアによる
水路を掘り足す作業
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図5 アユモ ドキ生息地の水路清掃
耕田を借り､水路を掘って自然産卵実験を行った
4.5)｡この休耕田は用水沿いにあり､上流側から水
を取り入れ､休耕田を通過 した土の匂いを含んだ
水が下流側の排水口から用水-流出する (図 3)0
同年､排水路から進入したアユモ ドキの産卵が確
認され､以後毎年数回の休耕田の整備を行いなが
ら自然産卵の手助けを続けている｡6月初旬に休
耕田の整備を行うと､6月 15日頃に用水の水位が
上がり､周囲の水田よりも約 1週間早く休耕田に
水が入る｡待ち構えていたようにアユモ ドキ､ス
ジシマ ドジョウ小型種属山陽型､フナ､などが排
水口から休耕田-と侵入し.ただちに産卵行動を
おこし深夜まで続けられる 4-7)｡休耕田に水が入
った日より毎日､会員が見回りを行い､水量､休
耕田内の生物 (ナマズ､カムルチ一､アメリカザ
リガニなど)の監視を怠らない 6,7)｡ また､環境
省中国四国地方環境事務所からの委託事業として､
生息環境および密漁者のパ トロールも併せて行っ
ている｡
2002年度の護岸工事で休耕田北側が整地され､
休耕田内の水路の形態と環境が大きく変化 した｡
この護岸工事にあたっては､地元町内会長が石組
み護岸による護岸改修を再三陳情したにもかかわ
らず､岡山市文化財課は隙間のあるコンクリー ト
製ブロックの護岸に固執していた｡当会は､岡山
市環境保全課の協力を受け､構造 ･工法にアドバ
イスを行い､現在の石組み護岸が完成した (凶4)
6)｡ 整地された部分は学生ボランティアの力を借
りて人力で水路を撮り足し､休耕田全体が湿地化
するように水路を張り巡らせたC
この自然産卵実験の開始当時より約 20年間に
わたり､転年 5月に用水のゴミ拾いを行っている
(図 5)07月第 2日曜日の朝､地元高島公民館と
の共催で､｢アユモ ドキ稚魚観察会｣を行っているO
種の保存法制定後からは岡山市を通じて協議書を
提出し､法的手続きをとって行っている｡これは
一定の人数で45分間に限り手綱で採集を行い､個
体数と大きさを計測し休耕田内に放流するもので
ある (図6)6･7)a
図6a,bアユモ ドキ稚魚観察会にて
今後の展望
用水路下流域の地区は宅地化が進んでいるので､
水路改修や埋め立てにより遡上を妨げる障害物が
できると､旭川水系のアユモ ドキは絶滅を免れな
い｡また､冬期には産卵場所である休耕円周辺で
は当歳魚-2年目の成魚 しか確認されず､大型個
体の越冬場所はいまだ不明である｡旭川本流との
間には樋門､堰があり､旭川の放水路である古間
川最上流部とは現在交通がなく､用水路の下流部
が古間川下流部と合流している｡このため､用水
路下流部か､さらに流下して百聞川下流部で越冬
していることが考えられる｡環境省中国四国環境
事虜所では､季節による移動範囲と経路の解明と.
遡上障害となる構造物を調査してアユモ ドキの移
動経路を推測 ･確保するため､発信機埋め込みに
よるテレ7(トリー 調査を計画し､すでに踏査によ
る水路調査と発信機を装着したアユモ ドキの放流
調査が開始されている｡
環境省中国四国環境事務所の事業により遡上障
害が解消されても､毎年確実に産卵できる産卵場
所は依然として当会が借 りている休耕田 1か所の
みである｡県がビオ トー プと称 してアユモ ドキ産
卵用に作った池?も､岡山市が遺跡発掘跡地に建
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設した池も､現状ではとうてい使用できるもので
はなく､産卵場所は数､面積ともに不足している｡
産卵機会を増加させるためにも､未曽有の大渇水
や毒物流入に対する危険分散のためにも､旭川本
流､百聞川最上流部との交通を復活させ､百聞川
や同じ水系の他の用水路にも産卵場所を創生する
べきであろう7)0
要約
NPO法人岡山淡水魚研究会が岡山市内の休耕
田において20年間にわたって行ってきた､アユモ
ドキの自然産卵のための保全活動と､本種の産卵
生態 ･生活史について記載した｡本稿の要旨は第
55回岡山実験動物研究会特別講演において発表
した｡
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